
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第５教区第５０番常圓寺 

住所：福島県郡山市熱海町高玉字南梨子平７０ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂が半壊し、庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があり、寺院所在地にホットスポットがあるが、行政

の除染は進んでいない。 

・檀信徒の離散、後継者の問題、経済的な問題等があり、先の見通しが立

たない現状に、精神的にも肉体的にも疲労している。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった、放射能汚染の影響、経済的な問題等によっ

て転居した檀信徒がいる。居住先が不明な方も多いが、避難先から自宅へ

戻ってきた方もいる。 

・数軒が離檀した。 

地域の現状  － 

復興の状況 
・経済的な問題があり、復旧の目途は立っていない。そのため、本堂等の建

物の修繕ができずにいる。 

（H26.1.27現在） 

 写真なし 


